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「黄色靭帯嚢胞（cysts-LF）」とは、黄色靭帯に生じる非腫瘍性の嚢胞性病変の総称であ

る。本研究では、黄色靭帯嚢胞を変性黄色靭帯を含む脊髄嚢胞と定義し、「黄色靭帯嚢胞

の病理組織学的特徴と病態について検討した。 

過去の症例から、手術で摘出された 18 例の黄色靭帯嚢胞について解析した。症例の内訳

は男性 13 人、女性 5 人；年齢中央値 68.5、42-86 歳。黄色靭帯嚢胞壁内の黄色靭帯成分

の弾性線維は分離および／または断裂しており、嚢胞壁には軟骨化、軟骨異形成（17

例）、粘液様変化（13 例）、骨化（11 例）、アミロイド沈着（14 例）を伴っていた。また 

アミロイド沈着（14 例）、ヘモシデローシス（6 例）、粒状/泥状 

石灰化（4 例）、滑膜細胞ライニング（3 例）、重度の炎症性浸潤（1 例）を認めた。 

これらの組織学的特徴は、過去に報告された黄色靭帯嚢胞と共通していた。 

さらに 14 例の黄色靭帯嚢胞では血管狭窄／閉塞を示し、8 例では血管壁に硝子化が生じて

ており、脂肪膜性脂肪壊死もみられ局所の循環不全の存在が示唆された。 

黄色靭帯嚢胞の形成の原因の一つとして局所の循環不全が考えられ、これにより黄色靭帯

の変性と嚢胞性変化が起こり、黄色靭帯嚢胞の形成の要因の一つとなることが推測され

た。 

  

   

 


